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～2050年までに台風の「脅威」を「恵み」に！～
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１. 台風制御空白の歴史
なぜ昔はできなかったのか？



気象改変と台風制御の歴史
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災害対策基本法制定(1961年)

第8条2項「国及び地方公共団体は、災害発生を予防し、又は災害
の拡大を防止するため、特に次に掲げる事項の実施につとめなけ
ればならない」
「九 台風に対する人為的調節」

国が掲げる災害対策では

台風人工制御は実施するべき目標



気象改変と台風制御の歴史
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空白の60年

顕著な成果
はなし



台風制御の大きな壁？

①台風制御の方法？

台風メカニズムの理解不足

②効果判定が不可能

村上正隆特任教授提供

種まき法の前 種まき法の後



２．

Why now？



壁を突破する科学技術の進歩

台風メカニズムの理解

超高速スーパーコンピュータ

高精度な台風シミュレーション

高度な大気観測

データ同化技術

航空機観測の実施

人工降雨の民間参入

災害対策基本法（1969年）から半世紀にわたる技術の進歩



効果判定が可能！

人工制御あり

人工制御なし



気象改変と台風制御の歴史
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台風調節の実証試験凍結

空白の60年
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低圧部
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雲

吹き込みの風
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低圧部

台風の眼

暖かい海 暖かい海

暖気核

台風制御の方法案

①ガソリン補給遮断作戦：壁雲の外側の種まきにより吹
込みの風による水蒸気流入を抑える→ガス欠
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気

水蒸
気

吹き込みの風

壁雲

台風の経路に変化がでるおそれ



低圧部

壁雲
台風の眼

暖かい海 暖かい海

暖気核

台風制御の方法案

②給油ストップ作戦 ＝ 海面水温を下げて海からの
蒸発を抑える → ガス欠

吹き込みの風

冷たい海 冷たい海

環境破壊をせずに、台風の経路を変えずに、
被害を出なくなる程度の制御はできないのか？

環境破壊につながるおそれ



台風制御方法案③：令和元年房総半島台風

9/８ 9時

8日18時
955hPa

960hPa

9/８ 21時

9/7 9時

9/7 21時

9/9 9時

経済損失1兆２０００億円

経済的被害ランキング



効果判定：房総半島台風の人工制御

観測（気象庁）
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効果判定：房総半島台風の人工制御

人工制御あり
人工制御なし
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低圧部
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暖気核

台風制御の方法案

③台風の眼に打ち水作戦：台風の眼に水を撒き蒸発冷
却をする→エンジンを冷ます
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気
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吹き込みの風

昇華・蒸発
の冷却



台風人工制御による建物被害への効果

自然災害による被災建物棟数予測モデル

シーマップ cmap.dev
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低圧部

壁雲
台風の眼

暖かい海 暖かい海

暖気核

台風制御の方法案

③眼の打ち水作戦：台風の眼に水を撒き蒸発冷却をす
る→エンジンを冷ます

水蒸
気

水蒸
気

吹き込みの風

昇華蒸発
の冷却

①シミュレーションによる効果判定が可
能となった

②被害規模や社会影響の見積もりも可能となった

今後も効果判定法を用いて
実用的な台風制御法を探る

③少しの風速低下で暴風災害は大きく軽減される



３．
の課題



技術的な課題は山積みだが・・・

散布法

自律
無人航空機

台風制御

台風
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ台風観測

インパクト
物質

オペレーション
最適化

効果算定
基地
艇数

数値計算
力学

気象学防災工学 電子工学
計算機
科学

物理化学航空工学 船舶工学

台風の人為的調節ｼｽﾃﾑ/ｻｰﾋﾞｽ

オペレーション模擬
（台風規模）

局限的な気象の調節ｼｽﾃﾑ/ｻｰﾋﾞｽ

理想
状態

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ模擬
（局限的）

2030

部分実証

2040

台風に対する実証

2050

社会像の常態化

無人航空機の自律運航

航空機搭載ｼｰﾃﾞｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

航空機/

散布装

置

最適なオペレーション設定

コスト最適化

国際的ガイドライン

防災・減災ｻｰﾋﾞｽの向上

局限的
気象状態への
調節実証

高精度化（ﾓﾃﾞﾙ精緻化/初期値/境界値）

台風での
調節実証台風調節

ｼﾐｭﾚー ｼｮﾝ

台風予測

ｼﾐｭﾚー ｼｮﾝ

随時反映

技術大国日本の復活！ 台風からInnovation



国際的・倫理的・法的・社会的な課題の方が困難！

原理的・技術的に制御が可能 実際に制御が可能

「10年以内に本気で月に行く！」
「簡単だからやるんじゃない。
難しいからこそやるんだ」



国民1万人アンケート

ぜひ調整してほ

しい, 33.7%

3413人

どちらかとい

えば調整して

ほしい, 28.7%

2915人

よくわからな

い, 25.7%

2604人

どちらかとい

えば調整して

ほしくない, 

4.0%

調整は望まな

い, 7.2%

その他, 0.8%

Q 現在、台風の人為的調整
の可能性について、研究が
なされています。
そのような人為的調整につ
いてどう思いますか？
（回答者=10141）

実施期間：2021年4月26日
～5月4日

回答者 = 10141人
10代別で約1500人毎
８地方別で約1200人毎
男女人数 4860：5821

６２％の人々が

台風制御を望んでいる

よくわからない

２６％の人々に説明していく

地域や世代の偏りは
ない

国民のなかで「台風制御の開発は必要だ！」
という気運を高めることも課題

１１％の人々が

台風制御を望んでいない



４．台風発電
台風を脅威から恵に変える





吹き込みの風



脅威 恵みA



台風のエネルギー＝世界中で発電する電力の1月分

全体 10141

～19歳 1129

20歳代 1532

30歳代 1561

40歳代 1474

50歳代 1526

60歳代 1515

70歳以上 1404

台風発電と副産物

25.3%

42.0%

24.2%

23.3%

22.9%

22.3%

23.5%

23.0%

34.4%

33.3%

35.0%

35.2%

30.9%

34.4%

34.6%

37.3%

28.6%

16.3%

27.2%

30.2%

33.6%

31.5%

31.1%

27.1%

5.1%

4.0%

5.0%

4.9%

6.4%

5.2%

4.6%

5.1%

5.7%

4.2%

8.0%

5.8%

5.3%

5.5%

4.9%

5.6%

1.0%

0.3%

0.8%

0.7%

0.8%

1.1%

1.3%

1.9%

魅力的だと思う

どちらかといえば魅力的だと思う

どちらともいえない／わからない

どちらかといえば魅力的でないと思う

魅力的でないと思う

Q 現在、船などによって台風からエネルギーを取り出す台風発電のアイデアがあり
ます。そのようなアイデアについてどう思いますか？（回答者=10141人）

船の目的

1. 魚を獲る

2. 人・物を運ぶ

3. 外国からエネルギーを運んでくる

4.

６０％の人々が

台風発電に魅力を感じている

10代は７５％が

魅力を感じる

副産物

台風からInnovation

自然エネルギーを作りだす



が提案する2050年の社会

現在

2050

タイフーンショット計画

➢無人航空機からインパクト

物質を投下し、台風を減勢

2
無人船舶による

台風発電技術の開発

➢台風の強風を動力に移動し
ながらadaptiveに発電・蓄電

1
無人航空機による

人工制御法の開発

マイナス→ゼロ→プラスに

脅威 恵み
自然エネルギー
→脱炭素社会

気候変動
→激甚化

何もしない未来 タイフーンショット計画を実現した未来

自然と共生できる

「安心な生活への貢献」

台風イノベーションによる

「技術大国日本の復活」

社会的意義

ターゲット

「台風は人類にとっての脅威ではなく、エネルギーをもたらす恵みへと変貌している」

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ活用による

「脱炭素社会への貢献」

災害大国日本 エネルギー大国日本
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